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災害に負けない村づくり
11月10日（水）丹波山村保育所で「保護者引渡し避難訓練」を実施しました。当日は大月市消防署丹波山出張所職員による消
火訓練や応急処置等を保護者の皆さんを対象に実施しました。保育所児たちも防災ずきんをかぶり、机の下に隠れたり集団で保
育所庭に避難したり真剣に取り組んでいました。防災ずきんをかぶることのないよう「安全で安心な日々が続きますように！」

印刷・（株）少國民社

・防災について
・村議会9月定例会
・平成15年度決算
・赤い羽根共同募金
・老人クラブ
・お知らせ

主な内容
人口と世帯

（16年10月末現在）

人口 862人
男 424人
女 438人
世帯 381戸
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丹
波
山
村
で
も
台
風
の
接
近
が
あ

り
、
大
変
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
大
き
な

被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

雨
に
よ
る
土
砂
流
出
は
村
内
至
る
所
で

発
生
し
、
ま
た
強
風
に
よ
り
建
物
の
一

部
に
被
害
が
あ
っ
た
り
、
村
民
の
生
活

に
何
ら
か
の
影
響
が
あ
っ
た
の
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
い
つ
自
然
災
害
が
襲
っ
て
く

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
日
頃
か
ら
防

災
用
品
を
確
認
し
準
備
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

十
月
九
日
午
後
四
時
頃
静
岡
県
伊
豆

半
島
に
上
陸
し
た
台
風
二
十
二
号
は
、

雨
や
風
が
強
く
死
者
六
名
、
け
が
人
多

数
、
全
壊
家
屋
一
六
七
戸
、
半
壊
家

屋
二
四
四
戸
な
ど
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
静
岡
県
御
前
崎
市
で
総

降
水
量
が
四
一
三
ミ
リ
、
山
梨
県
山
中

湖
村
で
三
八
五
ミ
リ
、
丹
波
山
村
で
も

一
七
五
ミ
リ
を
記
録
す
る
大
雨
が
降
り

ま
し
た
。

丹
波
山
村
で
は
災
害
が
起
こ
る
恐
れ

が
あ
る
と
判
断
し
九
日
午
前
九
時
十
八

分
に
役
場
内
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置

し
村
内
の
巡
回
等
を
し
ま
し
た
。

鴨
沢
地
区
で
は
区
長
判
断
に
よ
り
自

主
避
難
を
呼
び
か
け
、
避
難
住
民
は
鴨

沢
公
民
館
で
一
晩
生
活
し
ま
し
た
。
こ

の
時
は
鴨
沢
地
区
の
住
民
が
み
ん
な
で

協
力
し
あ
い
、
炊
き
出
し
班
、
土
の
う

積
み
班
、
地
区
巡
回
活
動
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

十
月
二
十
日
午
後
一
時
頃
高
知
県
土

佐
清
水
市
付
近
に
上
陸
し
た
台
風
二
十

三
号
は
近
畿
・
中
部
・
関
東
を
通
過
し

て
各
地
に
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

死
者
八
十
二
名
、
け
が
人
多
数
、
全
壊

家
屋
一
九
八
戸
、半
壊
家
屋
四
九
五
戸
、

床
上
・
床
下
浸
水
多
数
な
ど
大
変
な
大

型
で
暴
風
、
大
雨
を
も
た
ら
し
た
台
風

で
し
た
。
徳
島
県
上
勝
町
で
総
降
水
量

が
五
五
〇
ミ
リ
、
高
知
県
東
津
野
村
で

五
二
五
ミ
リ
、
丹
波
山
村
で
も
一
六
二

ミ
リ
の
大
雨
が
降
り
ま
し
た
。

丹
波
山
村
で
は
台
風
二
十
二
号
に
よ

る
雨
が
降
っ
た
ば
か
り
で
、
期
間
が
短

か
っ
た
た
め
、
二
十
日
午
後
二
時
二
十

四
分
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
雨
や

風
を
警
戒
し
ま
し
た
。

鴨
沢
地
区
で
は
い
ち
早
く
区
長
判
断

に
よ
り
自
主
避
難
を
地
区
住
民
に
呼
び

か
け
、
炊
き
出
し
班
や
地
区
巡
回
活
動

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
の
台
風

で
は
中
央
公
民
館
・
所
畑
公
民
館
・
鴨

沢
公
民
館
に
自
主
避
難
者
が
集
ま
り
一

晩
を
過
ご
し
ま
し
た
。

広
報
丹
波
山
九
月
号
で
「
防
災
に
つ
い
て
」
の
記
事
を
載
せ
ま
し
た

が
、
そ
の
後
も
日
本
の
各
地
で
、
浅
間
山
の
噴
火
や
紀
伊
半
島
沖
・

東
海
道
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
、
台
風
の
上
陸
な
ど
に
よ
る
人
的
・
住

家
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

台
風
二
十
三
号

台
風
二
十
二
号

▲丹波山村を守ります。

▲消防器具の点検に力を入れています。

村内全域でいえることですが、シカや
イノシシなどの動物が山の草を食べ山の
状態が大変悪くなっています。それによ
り、大雨が降れば大変危険な状況が心
配されています。
状況によって、もし危険を感じたとき
には早めに区長に連絡するか役場に連絡
してください。
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十
月
二
十
三
日
午
後
五
時
五
十
六
分

に
新
潟
県
中
越
地
方
を
襲
っ
た
地
震

は
、
震
度
七
を
記
録
し
、
新
潟
・
長
野

両
県
に
死
者
や
け
が
人
、
家
屋
に
大
変

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
今
な
お

多
く
の
方
が
大
変
辛
い
避
難
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

丹
波
山
村
で
も
午
後
五
時
五
十
六
分

に
震
度
一
、
午
後
六
時
四
分
に
震
度

一
、
午
後
六
時
三
十
四
分
に
震
度
二
を

観
測
し
ま
し
た
。「
本
当
に
震
度
二
？
」

と
思
う
く
ら
い
か
な
り
の
揺
れ
を
感
じ

た
方
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
い

つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
と
言
わ
れ

て
い
る
「
東
海
地
震
」
で

は
、
丹
波
山
村
は
震
度
五
程

度
の
地
震
が
発
生
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
今
の
う
ち
か

ら
地
震
に
備
え
る
準
備
が
必

要
で
す
。

今
回
の
新
潟
中
越
地
震
の

報
道
で
は
「
家
の
中
が
め
ち

ゃ
く
ち
ゃ
で
な
か
な
か
外
に

逃
げ
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
い

う
声
が
あ
り
ま
し
た
。
今
の

う
ち
か
ら
家
具
を
固
定
し
ま

し
ょ
う
。「
電
気
が
切
れ
て
真

っ
暗
だ
っ
た
。
情
報
も
無
く

て
不
安
だ
っ
た
」
と
い
う
声

も
あ
り
ま
し
た
。今
の
う
ち
か
ら
懐
中

電
気
と
ラ
ジ
オ
を
用
意
し
、停
電
し
て

も
わ
か
る
と
こ
ろ
に
置
く
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。「
外
に
出
た
ら
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が

倒
れ
て
き
た
」と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
の
で
、地
震
時
に
外
に
出
る
と
き

は
周
り
を
確
認
し
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

今
回
の
地
震
は
夕
食
時
で
あ
っ
た
の
で

火
災
が
大
変
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、地

震
時
に
は
必
ず
火
を
止
め
、ガ
ス
の
元

を
締
め
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
犠
牲
者
が
出
て
し
ま
い
大

変
な
被
害
の
あ
っ
た
「
新
潟
中
越
地

震
」
で
す
が
、
こ
の
地
震
を
忘
れ
ず
に

教
訓
と
し
て
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な

い
地
震
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

新
潟
県
中
越
地
震

s
応
急
処
置
を
み
ん
な
で
覚
え
よ
う

s
消
火
ス
プ
レ
ー
で
「
消
火
開
始
！
」

家
具
を
固
定
し
よ
う

地
震
が
発
生
す
る

と
家
具
の
転
倒
等
に
よ
っ
て
逃
げ
遅
れ
た

り
、ケ
ガ
を
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。無
事

に
避
難
す
る
た
め
家
具
は
倒
れ
な
い
よ
う

に
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

防
災
無
線
の
電
池
の
確
認

停
電
時
に

は
防
災
無
線
が
聞
こ
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

単
二
型
電
池
が
四
本
入
る
電
池
ケ
ー
ス
に

電
池
を
入
れ
て
い
た
だ
く
と
予
備
電
源
と

し
て
防
災
無
線
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

停
電
時
の
た
め
に

懐
中
電
灯
や
ロ
ウ
ソ

ク
な
ど
の
照
明
器
具
と
携
帯
ラ
ジ
オ
は
、

停
電
時
に
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
用
意
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

初
期
消
火
は
重
要
で
す

消
火
器
の
使
い

方
は
、
消
火
器
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

関
東
大
震
災
や
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、

火
災
で
亡
く
な
っ
た
方
が
大
変
多
く
、
初

期
消
火
さ
え
き
ち
ん
と
し
て
い
れ
ば
、
多

く
の
命
が
助
か
っ
た
は
ず
で
す
。ど
う
か
、

消
火
器
の
使
い
方
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備

避
難
す
る
と

き
は
、
誰
で
も
慌
て
て
し
ま
い
ま
す
。
必

要
な
も
の
を
持
ち
出
せ
る
よ
う
リ
ュ
ッ
ク

サ
ッ
ク
な
ど
に
ま
と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

家
を
留
守
に
す
る
と
き
は

家
を
留
守
に

す
る
と
き
は
、
隣
近
所
に
ひ
と
こ
と
声
を

か
け
ま
し
ょ
う
。

確
か
め
よ
う

も
う
一
度

▲みんな机の下に隠れろ～
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火
災
な
ど
に
強
い
安
全
安
心
な
丹
波

山
村
を
作
る
た
め
に
は
、
村
民
一
人
ひ

と
り
が
防
火
防
災
意
識
の
高
揚
を
図

り
、
日
頃
か
ら
自
主
防
災
意
識
を
も

ち
、
火
災
や
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
基
礎
知

識
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

丹
波
山
村
消
防
団
で
も
毎
月
一
回
の

夜
間
訓
練
や
消
防
器
具
の
点
検
等
を
通

し
て
丹
波
山
村
の
防
火
防
災
に
努
め
て

い
ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す
寒
さ
が
厳
し

く
な
り
、
練
炭
コ
タ
ツ
や
石
油
ス
ト
ー

ブ
な
ど
、「
火
」
を
使
う
こ
と
が
多
く

な
り
ま
す
の
で
、
火
の
始
末
に
は
十
分

気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

山
梨
県
消
防
学
校
か
ら
永
田
教
頭
先

生
と
二
名
の
教
官
の
計
三
名
が
来
村

し
、「
消
防
団
員
一
日
移
動
消
防
学
校
」

を
開
校
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
団
長
以
下
七
六
名
中
二
十

九
名
の
団
員
が
参
加
し
、
訓
練
礼
式
の

部
と
ポ
ン
プ
車
・
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

部
に
分
か
れ
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
ビ
ッ
シ
リ
と
教
官
に
指
導
さ
れ

ま
し
た
。

十
一
月
九
日
（
火
）
か
ら
十
一
月
十
五
日
（
月
）
ま
で
の
一
週
間
、
秋
季
全
国

火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候
と
な
る
時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、
も
っ
て
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢

者
等
を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
総
務
省
消
防
庁
が
毎
年
こ
の
時
期
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

▲雨の降る中、消火訓練

▲丹波山村消防団の「消火班」です。

▲来年の出初式で発表します。

十
月
三
十
日
（
土
）
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十
月
一
日
付
け
で
廣
瀬
俊
之
さ
ん

（
上
組
・
二
期
目
）
と
守
屋
多
賀
子
さ

ん
（
中
組
・
一
期
目
）
が
教
育
委
員
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
十
六

年
十
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
九
月
三

十
日
ま
で
の
四
年
間
で
す
。

★
十
月
一
日
に
教
育
委
員
が
集
ま
り
教

育
委
員
会
を
開
催
し
た
結
果
、
教
育

委
員
長
に
岡
部
寛
一
さ
ん
（
押
垣

外
）、
職
務
代
理
に
嶋
崎
義
人
さ
ん

（
上
組
）、
委
員
に
舩
木
弥
平
さ
ん

（
鴨
沢
）
・
守
屋
多
賀
子
さ
ん
、
教

育
長
に
廣
瀬
俊
之
さ
ん
が
決
ま
り
ま

し
た
。

ま
た
、
平
成
八
年
十
月
一
日
か
ら
二

期
・
八
年
間
（
平
成
十
四
年
八
月
一
日

か
ら
教
育
長
）
教
育
委
員
を
努
め
ま
し

た
嶋
崎
常
雄
さ
ん
（
高
尾
）
は
九
月
三

十
日
任
期
満
了
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

長
い
間
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

丹
波
山
村
ハ
ン
ヤ
カ
ワ
地
内
に
「
丹

波
山
村
へ
リ
ポ
ー
ト
」
が
完
成
し
た
こ

と
に
よ
り
、
地
方
自
治
法
第
二
四
四
条

の
二
第
一
項
に
よ
り
設
置
及
び
管
理
に

関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
条
例
を
提

案
し
た
も
の
で
す
。

ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
名
称
は
「
丹
波
山

村
へ
リ
ポ
ー
ト
」
で
、
使
用
で
き
る

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
、
機
体
の
全
長
が

二
十
メ
ー
ト
ル
以
内
で
最
大
離
陸
重

量
が
十
一
ト
ン
を
超
え
な
い
も
の
で

す
。
平
成
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

歳
入
と
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
五
七
三

万
円
を
追
加
し
、
歳
入
と
歳
出
の
予

算
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
十
三
億
六，
八
一

一
万
三
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。
歳

出
は
消
防
費
や
教
育
費
等
の
補
正
分

で
、
歳
入
は
昨
年
度
の
繰
越
金
を
充

て
ま
し
た
。

事
業
勘
定
の
歳
入
と
歳
出
に
そ
れ
ぞ

れ
二
十
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
と
歳

出
の
予
算
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
一
億
八
九

六
万
三
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。
歳
出

は
償
還
金
及
び
還
付
加
算
金
の
補
正

分
で
歳
入
は
前
年
度
の
繰
越
金
を
充
て

ま
し
た
。

歳
入
と
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
六
十
万
円

を
追
加
し
、
歳
入
と
歳
出
の
予
算
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
三，
五
八
三
万
三
千
円
と

し
た
も
の
で
す
。
歳
出
は
事
業
費
の
補

正
分
で
歳
入
は
前
年
度
の
繰
越
金
を
充

て
ま
し
た
。

歳
入
と
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
九
十
七
万

七
千
円
減
額
し
、
歳
入
と
歳
出
の
予
算

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
五
四
二
万
三
千
円
と

し
た
も
の
で
す
。

歳
入
と
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
四
〇
〇
万

円
を
追
加
し
、
歳
入
と
歳
出
の
予
算
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
一
億
六，
七
七
〇
万
円

と
し
た
も
の
で
す
。
歳
出
は
事
業
費
の

補
正
分
で
歳
入
は
前
年
度
の
繰
越
金
を

充
て
ま
し
た
。

村議会の9月定例会が9月14日に招集され、
一般会計補正予算などの議案が提案・審議され
原案どおり可決されました。

村議会9月定例会

丹
波
山
村
教
育
委
員
会

委
員
任
命
の
件

丹
波
山
村
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
制
定
の
件

丹
波
山
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
回
）

丹
波
山
村
温
泉
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
回
）

丹
波
山
村
教
育
奨
励
資
金

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
回
）

丹
波
山
村
水
源
の
里

保
健
休
養
施
設
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
回
）

丹
波
山
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
二
回
）

▲成畑遺跡を勉強中。
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参
加
負
担
金
な
ど
各
種
検
診
時
の
負
担

金
、
村
預
金
利
子
な
ど
の
収
入
で
、
平

成
十
五
年
度
は
一
億
二，
二
三
八
万
五

千
円
で
し
た
。
（
歳
入
総
額
の
七
％
）

◆
村
債
…
村
の
借
入
金（
借
金
）で
す
。

平
成
十
五
年
度
は
二
億
四，
九
五
〇
万

円
で
し
た
。
（
歳
入
総
額
の
十
六
％
）

◆
村
税
…
村
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い

た
だ
く
税
金
と
丹
波
山
温
泉
「
の
め
こ

い
湯
」
を
ご
利
用
の
皆
さ
ん
に
納
め
て

い
た
だ
く
税
金
な
ど
で
す
。
平
成
十
五

年
度
は
七，
一
四
九
万
三
千
円
で
平
成

十
四
年
度
に
比
べ
四
一
二
万
三
千
円

少
な
く
な
り
ま
し
た
。

（
歳
入
総
額
の
四
％
）

・
村
民
税
…
個
人
村
民
税
は
二，
三
一

五
万
九
千
円
、
法

人
村
民
税
は
一
二

四
万
九
千
円
、
合

わ
せ
て
二，
四
四

〇
万
八
千
円
で
、

平
成
十
四
年
度
よ

り
一
四
六
万
一
千

円
少
な
く
な
り
ま

し
た
。
法
人
村
民

税
の
法
人
税
割
の

減
少
が
影
響
し
て

い
ま
す
。

・
固
定
資
産
税
…

土
地
・
家
屋
・
償

却
資
産
を
合
わ
せ

て
一，
五
八
〇
万
四
千
円
、
東
京
都
の

ダ
ム
用
地
等
に
係
る
市
町
村
交
付
金
が

五
六
三
万
五
千
円
、
合
わ
せ
て
二，
一

四
三
万
九
千
円
で
し
た
。
平
成
十
四
年

度
に
比
べ
一
八
四
万
六
千
円
少
な
く
な

り
ま
し
た
。
家
屋
に
係
る
税
額
が
減
少

し
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

・
軽
自
動
車
税
…
丹
波
山
村
ナ
ン
バ
ー

が
付
い
た
バ
イ
ク
・
ス
ク
ー
タ
ー
や
軽

自
動
車
に
係
る
税
金
で
一
二
二
万
円
で

し
た
。
平
成
十
四
年
度
に
比
べ
六
万
円

増
え
ま
し
た
。

・
た
ば
こ
税
…
村
内
の
た
ば
こ
屋
さ
ん

や
自
動
販
売
機
で
購
入
さ
れ
た
た
ば
こ

に
係
る
税
金
で
四
四
五
万
三
千
円
で
し

た
。
平
成
十
四
年
度
に
比
べ
十
四
万
円

◆
地
方
交
付
税
…
地
方
交
付
税
制
度
は

地
方
公
共
団
体
間
の
税
源
の
不
均
衡
に

よ
る
財
政
力
の
格
差
を
国
が
調
整
す
る

た
め
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
自
主
財
源

の
乏
し
い
丹
波
山
村
に
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
財
源
で
す
。

し
か
し
、
交
付
税
の
算
定
に
使
用
す

る
村
の
人
口
は
年
々
減
少
し
、
ま
た
国

に
よ
る
三
位
一
体
の
改
革
で
地
方
交
付

税
の
見
直
し
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

影
響
し
、
平
成
十
四
年
度
の
額
（
八
億

一，
一
九
四
万
四
千
円
）
よ
り
五，
七
八

〇
万
六
千
円
少
な
い
七
億
五，
四
一
三

万
八
千
円
で
し
た
。

地
方
交
付
税
は
今
後
ま
す
ま
す
厳
し

く
な
り
、
平
成
十
六
年
度
は
六
億
円
前

後
に
な
る
予
想
で
す
。

（
歳
入
総
額
の
四
十
七
％
）

◆
県
支
出
金
…
山
梨
県
か
ら
の
負
担
金

や
補
助
金
、
委
託
金
の
こ
と
で
、
村
民

生
活
や
福
祉
の
向
上
・
村
の
活
性
化
の

た
め
の
施
策
・
事
業
に
使
わ
れ
る
た
め

の
お
金
で
す
。
平
成
十
五
年
度
は
二
億

三，
三
五
九
万
円
で
し
た
。

（
歳
入
総
額
の
十
五
％
）

◆
繰
越
金
…
平
成
十
四
年
度
分
の
余
剰

金
で
、
一
億
二，
四
五
八
万
二
千
円
で

し
た
。

（
歳
入
総
額
の
八
％
）

◆
諸
収
入
…
下
水
道
事
業
に
対
す
る
東

京
都
の
交
付
金
や
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク

自動車取得税
交付金 4,062

地方交付金
754,138

分担金及び負担金 5,694
使用料及び手数料 4,731

国庫支出金
10,766

県支出金
233,591

財産収入
681

繰入金
3,000

繰越金
124,582

諸収入
122,385

村債
249,500

地方消費税交付金 8,140
利子割交付金 725　
地方譲与税 6,765　　
村税 71,493　　　 地方特例

交付金 2,188

◇歳入の内訳　　　　　　 （単位：千円）

一般会計決算
歳入 16億244万1千円
歳出 14億9,328万3千円

平 成 15 年 度

平成15年度の決算がまとまり、決算監査
を経て9月定例村議会に提出され認定されま
した。
一般会計の歳入総額は16億244万1千

円、歳出総額は14億9,328万3千円、差引
額は1億915万8千円でした。なお、平成
16年度に繰り越される763万8千円を差し
引くと実質収支額は1億152万円です。

歳
入
に
つ
い
て
（
主
な
も
の
）
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少
な
く
な
り
ま
し
た
。
た
ば
こ
は
村
内

で
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

・
入
湯
税
…
丹
波
山
温
泉
「
の
め
こ
い

湯
」
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に

一
人
あ
た
り
一
五
〇
円
を
納
め
て
い
た

だ
く
税
金
で
、
一，
九
九
七
万
三
千
円

で
し
た
。
平
成
十
四
年
度
に
比
べ
七
十

三
万
六
千
円
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

昨
年
は
国
道
が
通
行
止
め
に
な
っ
た
期

間
が
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
重
な
っ
た
の
が

影
響
し
て
い
ま
す
。

◆
総
務
費
…
役
場
庁
舎
等
の
管
理
運

営
、
広
報
、
企
画
、
交
通
安
全
、
税

務
関
係
、
戸
籍
関
係
、
選
挙
、
統
計

調
査
、
関
係
職
員
の
給
与
等
、
主
に
総

務
課
関
係
の
支
出
で
、
一
億
五，
二
六

八
万
六
千
円
で
し
た
。

（
歳
出
総
額
の
十
％
）

◆
民
生
費
…
社
会
福
祉
、
身
体
障
害
者

福
祉
、
老
人
福
祉
、
児
童
福
祉
、
保

育
所
等
、主
に
住
民
課
関
係
の
支
出
で
、

一
億
五，
二
九
七
万
九
千
円
で
し
た
。

（
歳
出
総
額
の
十
％
）

◆
農
林
水
産
業
費
…
農
業
委
員
会
等
の

農
業
関
係
、
林
業
関
係
、
関
係
職
員

の
給
与
等
、
主
に
振
興
課
関
係
の
支
出

で
、
新
山
村
振
興
等
農
林
漁
業
特
別
対

策
事
業
、
特
定
農
山
村
支
援
事
業
、

小
袖
土
砂
流
出
防
止
工
事
、
林
道
山
王

沢
線
開
設
工
事
、
林
道
大
指
線
開
設
・

防
災
工
事
、
高
尾
天
平
森
林
公
園
整
備

工
事
な
ど
の
工
事
や
そ
ば
奨
励
金
、
ま

い
た
け
や
直
売
グ
ル
ー
プ
、
わ
さ
び
苗

導
入
、
猟
友
会
等
へ
の
補
助
金
等
に
四

億
二，
三
五
九
万
八
千
円
を
支
出
し
ま

し
た
。

（
歳
出
総
額
の
二
十
八
％
）

◆
土
木
費
…
土
木
管
理
費
や
道
路
橋
梁

費
、
関
係
職
員
の
給
与
等
、
主
に
振
興

課
関
係
の
支
出
で
、
鴨
沢
公
民
館
跡
地

防
災
工
事
、押
垣
外
排
水
路
修
繕
工
事
、

井
戸
川
地
区
道
路
維
持
補
修
工
事
な
ど

に
二
億
五
十
七
万
七
千
円
を
支
出
し

ま
し
た
。
ま
た
、
定
住
促
進
住
宅
・

グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
の
管
理
費
も
含
ま
れ

ま
す
。

（
歳
出
総
額
の
十
三
％
）

◆
公
債
費
…
丹
波

山
村
の
借
金
の
返

済
の
た
め
二
億

三，
一
二
九
万
三

千
円
を
支
出
し
ま

し
た
。

（
歳
出
総
額
の

十
六
％
）

◆
教
育
費
…
教
育

委
員
会
、小
学
校
、

中
学
校
、
社
会
教

育
、
保
健
体
育
事

業
、
関
係
職
員
の

給
与
等
主
に
教
育

委
員
会
関
係
の
支

出
で
す
。
小
学
校
に
お
い
て
は
、
児
童

数
の
減
少
に
よ
り
、
正
常
な
六
学
級
編

成
が
で
き
な
く
な
り
、
村
単
教
諭
一
名

を
雇
用
し
複
式
学
級
の
解
消
を
図
り
ま

し
た
。
体
育
事
業
と
し
て
は
、
村
民
体

育
祭
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
体
育
協
会

に
支
出
し
、
山
村
親
子
留
学
の
推
進
、

風
の
子
キ
ャ
ン
プ
・
ス
キ
ー
な
ど
社
会

教
育
に
も
力
を
入
れ
ま
し
た
。
平
成
十

五
年
度
は
一
億
一，
四
三
六
万
八
千
円

を
支
出
し
ま
し
た
。（歳

出
総
額
の
八
％
）

◆
消
防
費
…
常
備
消
防
（
消
防
士
）
関

係
、
非
常
備
消
防
（
消
防
団
）
関
係
、

消
防
施
設
関
係
に
支
出
し
ま
し
た
。
常

備
消
防
関
係
は
、
大
月
市
に
職
員
設
置

負
担
金
と
し
て
三，
八
三
二
万
二
千
円

を
支
出
し
、
非
常
備
消
防
関
係
で
は
、

定
期
訓
練
等
の
出
動
費
や
団
員
関
係
に

支
出
し
ま
し
た
。
平
成
十
五
年
度
は
消

防
費
と
し
て
六，
八
九
八
万
二
千
円
を

支
出
し
ま
し
た
。（
歳
出
総
額
の
五
％
）

◇各会計の決算状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）

歳　　入 歳　　出 実 質 収 支
一　般　会　計 1,602,441 1,493,283 101,520
国保（事業）会計 127,895 120,681 7,214
国保（直診）会計 115,973 94,641 21,332
老 人 保 健 会 計 163,550 159,359 4,191
簡 易 水 道 会 計 13,506 10,766 2,740
水 源 の 里 会 計 35,325 30,339 4,986
下 水 道 会 計 190,845 186,540 4,305
有線テレビ会計 6,074 3,429 2,645
奨学資金奨励会計 5,403 4,500 903
介 護 保 険 会 計 55,596 49,817 5,779
温　泉　会　計 193,896 182,396 11,500

議会費 35,963

総務費
152,686

民生費
152,979

衛生費
55,655

商工費 55,782

土木費
200,577

消防費
68,982

農林水産業費
423,598

教育費
114,368

公債費
231,293

諸支出金 1,400

歳
出
に
つ
い
て
（
主
な
も
の
）

◇歳出の内訳　　　　　 （単位：千円）
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地
方
交
付
税

算
定
に
用
い
ら

れ
る
数
値
で
、
基
準
財
政
収
入
額
を
基

準
財
政
需
要
額
で
割
っ
た
数
値
の
過
去

三
カ
年
平
均
で
す
。
こ
の
数
値
が
高
い

ほ
ど
財
政
的
に
余
裕
が
あ
る
と
さ
れ
、

「
一
」
を
こ
え
る
と
地
方
交
付
税
は
交

付
さ
れ
ま
せ
ん
。「
不
交
付
団
体
」
と

呼
ば
れ
ま
す
。
平
成
十
五
年
度
の
丹
波

山
村
の
財
政
力
指
数
は
、「
〇．
〇
八
」

で
す
。
地
方
交
付
税
を
受
け
て
い
る
の

で
「
交
付
団
体
」
で
す
。

公
債
費
負
担

比
率
と
は
、
一

般
財
源
総
額
に
対
す
る
公
債
費
に
充

当
さ
れ
た
一
般
財
源
の
割
合
を
い
い
、

そ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
財
政
運
営
の

硬
直
性
の
高
ま
り
を
示
す
も
の
で
す
。

一
般
的
に
は
、
財
政
運
営
上
十
五
％

で
黄
信
号
、二
十
％
で
赤
信
号
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
平
成
十
五
年
度
の
丹

波
山
村
の
公
債
費
負
担
比
率
は
「
二

十．
七
％
」
の
赤
信
号
、
山
梨
県
内
市

町
村
平
均
値
は
「
十
六．
六
％
」
の
黄

信
号
。

公
債
費
と
は
村
が
借
り
入
れ
た
地

方
債
の
元
利
償
還
金
及
び
一
時
借
入

金
利
子
の
合
計
額
を
い
い
、
過
去
の

債
務
の
支
払
に
要
す
る
経
費
の
こ
と

で
す
。
こ
の
公
債
費
は
、
村
の
歳
入

が
減
少
し
て
も
支
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
義
務
的
経
費
に
あ
た
り
ま
す
。

普
通
交
付
税
と
は

地
方
交
付
税
の
九
十
四
％
が
普
通

交
付
税
と
し
て
配
分
さ
れ
ま
す
。
普

通
交
付
税
は
、
丹
波
山
村
の
よ
う
に

財
源
不
足
の
自
治
体
に
交
付
さ
れ
ま

す
。
自
治
体
の
一
定
水
準
を
維
持

す
る
の
に
必
要
な
「
基
準
財
政
需

要
額
」
と
、
自
治
体
の
収
入
で
あ
る

「
基
準
財
政
収
入
額
」
の
差
額
を
基

に
決
定
さ
れ
ま
す
。
地
方
交
付
税
の

六
％
は
特
別
交
付
税
と
し
て
配
分
さ

れ
、
災
害
な
ど
特
別
の
財
政
需
要
に

交
付
さ
れ
ま
す
。

基
準
財
政
需
要
額
と
は

合
理
的
か
つ
妥
当
な
水
準
に
お
け

る
行
政
を
行
い
、
ま
た
は
、
施
設
を

維
持
す
る
た
め
の
必
要
最
低
限
の
経

費
の
こ
と
で
す
。

基
準
財
政
収
入
額
と
は

市
町
村
な
ど
が
標
準
的
に
徴
収
が

見
込
ま
れ
る
税
収
入
を
一
定
の
方
法

に
よ
っ
て
算
定
し
た
数
値
で
す
。

財
政
力
指
数

公
債
費
負
担
比
率

「丹波山村はおもしろいですね。路線バスは
奥多摩駅から来る西東京バス、電話は青梅市・
奥多摩町と同じ局番が0428、警察は上野原警
察、消防は大月市消防署、山梨なのに山梨放送や
テレビ山梨が見られない、丹波山村は不思議な
村ですね。」と村外からの観光客の方から聞いた
ことがありませんか。また、「丹波山村に、なんで
東京都水道局水源管理事務所丹波山出張所があ
るのですか？」と聞かれたこともありませんか。
そこで、東京都水道局が管理している水源

林の面積がどのくらいあるか紹介します。
東京都水道局の管理する水源林は、東京都

奥多摩町・山梨県塩山市・小菅村と丹波山村
の4市町村にあり、面積は216.3平方キロメー
トルあります。そのうち丹波山村には65.8平
方キロメートルあり水源林面積の30％を占め
ています。多摩川の源流である丹波川は、「緑
のダム」や「天然の浄水場」の機能を持つ水源
涵養林を経て、安全でおいしい水を集めて、
東京都民の大切な水道水を提供しています。
村内にある東京都水道局の管理する水源林

面積は丹波山村の総面積101.55平方キロメー
トルの65％を占め、村全体で東京都民の大切
な水道水を守っていることになります。

奥多摩町
36％

塩山市
26％

小菅村
8％

丹波山村
30％

◇東京都水道局水源林面積 （平方キロメートル）

面　積

奥 多 摩 町 78.2

塩　山　市 56.1

小　菅　村 16.2

丹 波 山 村 65.8

計 216.3
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平
成
十
六
年
度
上
半
期
一
般
会
計

は
、
歳
入
が
六
億
四，
八
八
七
万
六
千

円
の
収
入
済
額
（
収
入
率
四
十
五．

六
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
主
な

も
の
は
、
村
税
の
四，
五
六
〇
万
五
千

円
、
地
方
交
付
税
の
四
億
四，
四
五
一

万
円
等
で
す
。

歳
出
は
、
支
出
済
額
四
億
二，
六
九

九
万
八
千
円
（
支
出
率
三
十．
〇
％
）

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
主
な
も
の

は
、
総
務
費
の
六，
一
七
五
万
円
、
公

債
費
の
一
億
一，
六
九
三
万
四
千
円
等

で
す
。

平
成
十
六
年
度
上
半
期
特
別
会
計

は
、収
入
済
額
が
三
億
八，
三
七
二
万
五

千
円
（
収
入
率
四
十
六．
一
％
）、
支
出

済
額
が
三
億
七，
〇
四
〇
万
四
千
円（
支

出
率
四
十
四．
五
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歳
入
歳
出
状
況

は
表
の
と
お
り
で
す
。

会　　計　　別 予 算 額 収入済額 収入率（%） 支出済額 支出率（%）
国民健康保険事業勘定 108,963 31,395 28.8 46,499 42.7
国民健康保険直診勘定 98,516 31,868 32.3 48,133 48.9
老 　 人 　 保 　 健 142,100 78,433 55.2 68,421 48.1
簡 　 易 　 水 　 道 17,058 4,349 25.5 5,478 32.1
水源の里保健休養施設 35,833 31,173 87.0 18,396 51.3
下　　　水　　　道 196,906 58,569 29.7 82,352 41.8
有線テレビ放送施設 3,500 4,805 137.3 749 21.4
教 育 奨 励 資 金 5,423 1,644 30.3 3,900 71.9
介 　 護 　 保 　 険 56,517 26,478 46.8 22,506 39.8
温 　 泉 　 事 　 業 167,700 115,011 68.6 73,970 44.1

計 832,516 383,725 46.1 370,404 44.5

科　　　目 予 算 額 収入済額 収入率
（%）

村　　　　　税 66,360 45,605 68.7
地 方 譲 与 税 8,521 2,787 32.7
利子割交付金 858 181 21.1
配当割交付金 113 50 44.2
株式等譲渡所得交付金 57 0 －
地方消費税交付金 10,441 5,416 51.9
特別地方消費税交付金 1 0 －
自動車取得税交付金 3,944 868 22.0
地方特例交付金 2,122 2,285 107.7
地 方 交 付 税 591,399 444,510 75.2
分担金・負担金 5,310 2,843 53.5
使用料・手数料 4,863 2,587 53.2
国 庫 支 出 金 29,703 770 2.6
県　支　出　金 176,103 10,526 6.0
財　産　収　入 798 612 76.7
寄　　付　　金 1 0 －
繰　　入　　金 160,000 0 －
繰　　越　　金 56,582 109,158 192.9
諸　　収　　入 106,584 1,678 1.6
村　　　　　債 198,000 19,000 9.6

計 1,421,760 648,876 45.6

◇特別会計歳入歳出状況　　　　　　　　 （H16.9.30現在　単位：千円）

◇一般会計歳入状況 （H16.9.30現在　単位：千円） ◇一般会計歳出状況 （H16.9.30現在　単位：千円）

科　　　目 予 算 額 支出済額 支出率
（%）

議　　会　　費 37,537 18,471 49.2
総　　務　　費 141,076 61,750 43.8
民　　生　　費 153,337 44,046 28.7
衛　　生　　費 65,026 18,626 28.6
農林水産業費 307,620 27,640 9.0
商　　工　　費 53,520 16,616 31.0
土　　木　　費 192,841 3,890 2.0
消　　防　　費 95,380 63,778 66.9
教　　育　　費 128,660 55,247 42.9
災 害 復 旧 費 2 0 －
公　　債　　費 243,361 116,934 48.0
諸　支　出　金 1,400 0 －
予　　備　　費 2,000 0 －

計 1,421,760 426,998 30.0

平成16年度

上半期財政公表
（16年4月～9月）

特
　
別
　
会
　
計

一
　
般
　
会
　
計
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市
町
村
合
併
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

区
懇
談
会
等
で
村
民
の
皆
様
の
お
考
え

を
お
聞
き
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ま
と
め
、

そ
の
意
向
に
添
い
ま
し
て
丹
波
山
・
小

菅
両
村
で
平
成
十
五
年
十
二
月
十
六
日

大
館
奥
多
摩
町
長
と
合
併
に
関
す
る
話

し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
年

頭
の
挨
拶
の
な
か
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
し
た
が
、
今
年
五
月
十
六
日
執

行
さ
れ
た
奥
多
摩
町
長
選
挙
に
お
い

て
前
助
役
の
河
村
文
夫
さ
ん
が
新
し

い
町
長
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

九
月
二
十
八
日
に
廣
瀬
小
菅
村
長
と

と
も
に
河
村
町
長
を
訪
ね
町
村
合
併

の
両
村
民
の
意
向
を
お
伝
え
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
つ
ぎ
の
と
お
り
返
事

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
私
も
長
く
奥
多
摩
町
の
職
員
を
し

て
お
り
ま
し
た
の
で
、
丹
波
山
村
、
小

菅
村
と
は
長
い
つ
き
合
い
が
あ
り
、
両

村
民
並
び
に
両
村
長
さ
ん
の
心
情
は
手

に
取
る
よ
う
解
り
ま
す
。

ご
存
知
の
と
お
り
、
東
京
都
に
お
い

て
は
他
の
県
と
違
い
ま
し
て
合
併
の
論

議
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
奥
多
摩
町
に

お
い
て
も
年
々
地
方
交
付
税
の
減
少
が

あ
り
財
政
的
に
は
厳
し
い
状
況
下
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
離
島
を
除
け
ば
私
ど
も

の
奥
多
摩
町
と
檜
原
村
は
、
当
分
の
間

市
に
な
る
こ
と
が
難
し
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

又
、
丹
波
山
村
・
小
菅
村
・
奥
多
摩

町
の
三
町
村
の
合
併
で
は
、
市
に
昇
格

す
る
た
め
の
用
件
が
満
た
せ
な
い
こ
と

か
ら
、
青
梅
市
を
含
め
た
枠
組
み
で
な

い
と
合
併
の
意
味
が
無
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
以
前
、
奥
多
摩
町
議
会
が
青

梅
市
議
会
に
合
併
問
題
に
つ
い
て
打
診

を
し
ま
し
た
が
、
丁
重
に
お
断
り
を
い

た
だ
い
た
経
過
が
あ
り
、
青
梅
市
を
含

め
た
枠
組
み
は
現
時
点
で
は
非
常
に
困

難
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

又
、
私
は
選
挙
公
約
で
生
涯
健
康

で
自
立
で
き
る
町
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
と
し
て
選
挙
を
お
こ
な
い
ま
し

た
経
緯
を
踏
ま
え
、
今
の
時
点
で
両
村

と
合
併
す
る
と
い
う
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
今
後
三
位
一
体
等
の
行
政
改

革
が
進
む
中
、
東
京
都
民
の
水
源
域

と
い
う
共
通
認
識
の
な
か
消
防
、
福
祉

等
行
政
域
を
越
え
た
広
域
共
同
事
務

を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。」

丹
波
山
村
と
し
て
は
、
今
後
は
今
ま

で
以
上
に
奥
多
摩
町
、
小
菅
村
、
東
部

広
域
連
合
等
の
広
域
共
同
事
務
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
思
い
ま
す
。

尚
、
総
務
省
は
市
町
村
合
併
特
例
法

が
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
に
期
限

切
れ
し
た
後
も
、
さ
ら
に
合
併
を
促
す

新
た
な
合
併
特
例
法
を
四
月
に
公
布
し

ま
し
た
。
こ
の
新
法
の
主
な
概
要
は
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す
。

・
こ
の
法
律
は
平
成
十
七
年
四
月
一
日

〜
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
の

五
年
間
の
限
時
法
。

・
総
務
大
臣
が
市
町
村
の
合
併
を
推
進

す
る
た
め
の
基
本
方
針
を
策
定
す

る
。

・
こ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
都
道
府
県

が
合
併
推
進
審
議
会
の
意
見
を
聴

き
、
市
町
村
の
合
併
の
推
進
に
関
す

る
構
想
を
策
定
す
る
。

・
知
事
は
構
想
に
基
づ
く
申
請
に
よ

り
、
合
併
調
整
委
員
を
任
命
し
、
合

併
協
議
会
の
あ
っ
せ
ん
、
調
停
を
行

わ
せ
る
こ
と
、
協
議
会
の
協
議
の
推

進
に
関
し
、
勧
告
が
出
来
る
。

現
行
の
合
併
特
例
法
の
期
限
内
で

合
併
の
出
来
な
い
市
町
村
は
総
務
大

臣
が
策
定
す
る
基
本
方
針
に
基
づ
い
て

新
た
な
合
併
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
三
位
一
体
の
改
革
等
に

よ
り
丹
波
山
村
等
の
小
さ
な
町
村
は
ま

す
ま
す
財
政
状
況
が
厳
し
く
な
っ
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
村
民

の
皆
さ
ん
の
更
な
る
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
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本
年
度
も
、多
く
の
募
金
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
ご
協
力
の
も
と
、赤
い
羽
根
共
同

募
金
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
丹
波
山

村
社
会
福
祉
協
議
会
で
も
毎
年
村
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
募
金

活
動
を
実
施
し
、平
成
十
五
年
度
に
は

三
四
八，
八
四
三
円
を
山
梨
県
共
同
募

金
会
に
送
金
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
年
度
も
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三

十
一
日
ま
で
の
期
間
中「
地
域
の
福
祉
、

み
ん
な
で
参
加
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、丹

波
山
温
泉「
の
め
こ
い
湯
」・
丹
波
山
村

役
場
・
農
林
産
物
直
売
所
・
Ｊ
Ａ
ク
レ

イ
ン
丹
波
山
支
店
・
丹
波
山
村
高
齢
者

生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
丹
波
山
村
商
工

会
に
募
金
箱
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
十
二
月
に
は
村
民
生
委
員
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
各
家
庭
を
訪

問
さ
せ
て
い
た
だ
き
募
金
を
募
る
こ
と

も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
・
障
害
者
施
設
、
保
育
所
、

子
ど
も
の
遊
び
場
な
ど
の
整
備
や
、
一

人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
た
め
の
食
事

会
、
福
祉
運
動
会
な
ど
、「
社
会
福
祉
」

に
大
変
役
立
て
ら
れ
て
い
る
「
共
同
募

金
」
に
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
新
し
い
「
赤
い
羽
根
協
同
募
金
車
」

が
仲
間
入
り

丹
波
山
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

毎
週
水
曜
日
の
鴨
沢
出
張
診
療
に
合
わ

せ
保
之
瀬
以
東
の
村
民
を
対
象
に
送
迎

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

保
之
瀬
・
親
川
・
所
畑
・
杉
奈
久

保
・
鴨
沢
・
小
袖
に
お
住
ま
い
の
村
民

で
「
家
に
車
が
な
い
」「
足
が
弱
い
」

等
の
理
由
で
鴨
沢
出
張
診
療
所
（
鴨
沢

公
民
館
）に
行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
、

と
い
う
悩
み
を
解
消
す
る
た
め
の
大
切

な
事
業
で
、
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
事
業
で
欠
か
せ
な
い

送
迎
車
が
古
く
な
り
た
い
へ
ん
困
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
毎
年
村
民
の

皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
「
赤

い
羽
根
共
同
募
金
」（
山
梨
県
共
同
募

金
会
）
か
ら
一
二
〇
万
円
の
募
金
配
分

金
が
平
成
十
六
年
度
に
丹
波
山
村
社
会

福
祉
協
議
会
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
早
速
、
地
域
福
祉
活
動
事

業
と
し
て
配
分
金
の
一
〇
〇
万
円
と
村

か
ら
不
足
分
を
補
填
し
、
軽
自
動
車
を

購
入
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
後

は
、
こ
の
自
動
車
を
鴨
沢
出
張
診
療
の

送
迎
や
訪
問
等
に
有
効
に
、
ま
た
大
切

に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
鴨
沢
出
張
診
療
に
受
診
し

よ
う
と
思
っ
た
方
は
診
療
日
の
前
日
ま

で
に

丹
波
山
村
社
会
福
祉
協
議
会

1
８
８
―
０
４
８
０
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

平成15年７月末、日本骨髄バンクによる骨髄移植が5,000件にな
りました。1992年にドナー登録が開始されて以来多くの皆様のご
理解のもとにこの実績があると思います。しかしながら、３月末
現在全国で2,470人の方が骨髄提供を求めて登録をしています。

ドナー登録が出来る方は、「年齢が20歳から50歳までの健康な方」「骨髄提供の内容を十分理解している
方」「ドナー登録について家族の同意を得ている方」です。骨髄移植推進財団においてはドナー登録者30
万人を目指して献血平行登録会を開催するなど登録機会の多様化を工夫しております。
大月保健所でも県下一斉登録会を12月19日に実施します。また、常時ドナー登録が出来る機関として、
県民会館献血ルーム（甲府市）、吉田・身延・大月保健所を指定しております。ドナー登録をしていただ
ける方は、事前に予約をお願いしております。ドナー登録をよろしくお願いします。
詳しいことは 役場住民課　1 0428－88－0211 大月保健所　1 0554－22－7824

▲この車が村内を走り回ります！

赤い羽根がシンボルマー
クの「共同募金運動」は、
昭和22年から始まり、今回
で58回目を迎えます。
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丹
波
山
村
は
十
月
二
十
七
日
現
在
、
人
口
八
六
二
人
、
六
十
五
歳
以
上

の
人
口
三
七
八
人
、
高
齢
化
率
四
十
三．

八
五
％
。
五
人
に
二
人
が
六
十

五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
占
め
る
状
況
で
す
。

そ
ん
な
中
、
今
「
丹
波
山
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
会
長
　
広
瀬
栄
一

さ
ん
）」
が
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

丹
波
山
村
に
は
老
人
ク
ラ
ブ
が
四
つ

あ
り
、

◇
は
ぎ
ク
ラ
ブ

（
奥
秋
・
上
組
・
中
組
地
区

会
員
数
八
十
一
人
）

◇
ふ
じ
ク
ラ
ブ

（
下
組
・
高
尾
・
押
垣
外
地
区

会
員
数
一
〇
一
人
）

◇
も
み
じ
ク
ラ
ブ

（
保
之
瀬
・
所
畑
地
区

会
員
数
二
十
七
人
）

◇
さ
く
ら
ク
ラ
ブ

（
鴨
沢
・
小
袖
地
区会員

数
二
十
七
人
）

を
合
わ
せ
て
丹
波
山
村
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
（
会
員
数
二
三
六
名
）
が
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
と
し
て
は
、

毎
月
一
回
の
高
齢
者
「
憩
い
の
日
」
や

村
内
清
掃
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど

幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

七
月
一
日
発
行
の
「
や
ま
な
し
県
老

連
だ
よ
り
（
山
梨
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
）」
の
中
に
「
地
域
老
連
か
ら
の
た

よ
り
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
そ

こ
で
広
瀬
栄
一
会
長
の
活
動
報
告
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

『
本
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会
員
は

三
〇
〇
人
弱
で
、
三
大
活
動
（
健
康
・

奉
仕
・
友
愛
）
を
進
め
て
い
る
。

一．

健
康
活
動
の
一
環
と
し
て
毎

月
一
回
の
「
憩
い
の
日
」
は
閉
じ
こ

も
り
を
な
く
し
、
外
出
す
る
機
会
を
増

や
す
た
め
、
隣
近
所
の
人
を
誘
い
、
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
・
ペ
タ
ン

ク
・
将
棋
・
カ
ラ
オ
ケ
や
温
泉
に
入

り
、
み
ん
な
で
和
気
あ
い
あ
い
と
一
日

を
過
ご
し
て
い
る
。
九
月
に
行
わ
れ
る

「
い
き
い
き
山
梨
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」

に
参
加
し
、
練
習
の
成
果
を
発
揮
す

る
の
が
、
ペ
タ
ン
ク
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
・
ク
イ
ズ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
あ
る
。

県
内
の
多
く
の
人
々
と
交
流
で
き
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

二．

奉
仕
活
動
と
し
て
、
村
内
の

掃
除
を
春
と
秋
二
回
実
施
し
て
い
る
。

良
質
温
泉
の
湧
出
に
伴
い
以
前
に
も
増

し
て
往
来
の
車
も
増
え
捨
て
ら
れ
た
空

き
缶
類
、
お
弁
当
の
空
き
箱
等
が
増

え
て
お
り
、
拾
っ
た
ゴ
ミ
は
軽
ト
ラ
五

台
分
あ
っ
た
。
ま
た
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
は
、
人
が
多
く
集
ま
る
場
所
や
高
齢

▲丹波山村がきれいになります
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者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
花
壇
へ
の
花

植
え
や
草
取
り
を
し
て
毎
年
き
れ
い
な

花
を
咲
か
せ
て
い
る
。

三．

友
愛
活
動
と
し
て
平
成
十
四

年
度
か
ら
「
し
め
飾
り
」
作
り
を
始
め

た
。
本
村
で
は
、
三
五
〇
年
前
か
ら

続
い
て
い
る
「
お
松
引
き
」
と
い
う
行

事
が
あ
る
。
十
二
月
三
十
日
に
山
か

ら
大
き
な
松
の
枝
を
切
っ
て
立
て
た
門

松
を
一
月
七
日
に
村
の
一
カ
所
に
集
め

て
、
修
羅
に
高
く
積
み
上
げ
て
木
遣
り

歌
を
音
頭
に
村
中
総
出
で
道
祖
神
ま
で

引
い
て
い
く
お
祭
り
で
あ
る
。
年
々
老

人
が
多
く
な
り
松
が
切
れ
な
く
な
り
、

松
飾
り
を
す
る
家
が
減
っ
て
き
た
。
ク

ラ
ブ
で
教
室
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
二

十
名
の
し
め
飾
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集

ま
り
、
来
る
年
に
願
い
を
込
め
て
一
生

懸
命
作
っ
た
。
出
来
上
が
っ
た
お
飾
り

を
八
十
歳
以
上
の
希
望
者
の
家
庭
へ
配

布
し
た
と
こ
ろ
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

手
に
な
る
見
事
な
藁
細
工
の
正
月
飾
り

に
温
も
り
お
ぼ
ゆ
」
と
喜
び
の
句
が
寄

せ
ら
れ
た
。
句
を
詠
ん
だ
と
き
私
た
ち

も
満
足
感
を
覚
え
た
。
村
の
伝
統
行

事
が
長
続
き
す
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

協
力
し
合
い
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
。』

丹
波
山
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は

今
後
も
み
ん
な
で
仲
良
く
、
楽
し
く
、

に
ぎ
や
か
に
丹
波
山
村
の
発
展
を
願

う
「
応
援
団
」
と
し
て
活
動
し
て
い

き
ま
す
。

広
報
丹
波
山
で
は
、
毎
回「
高

齢
化
」と
い
う
言
葉
が
出
て
き
ま
す
。

〇
歳
か
ら
十
四
歳
ま
で
の
年
少

人
口
と
十
五
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま

で
の
生
産
年
齢
人
口
が
減
る
傾
向

に
あ
り
六
十
五
歳
以
上
の
老
年
人

口
が
増
え
て
い
る
の
で「
高
齢
化
」

は
ど
ん
ど
ん
進
む
ば
か
り
で
す
。

老
年
人
口
が
増
え
る
以
上
に
生
産

年
齢
人
口
が
増
え
れ
ば
村
税
収
入

も
増
え
、
村
の
活
動
も
活
発
に
な

り
年
少
人
口
も
増
え
て
い
く
こ
と

が
想
像
で
き
ま
す
。
な
ん
と
か

「
人
口
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
も
た
く
さ
ん
生

ま
れ
ま
し
た
。」
と
い
う
内
容
の

広
報
を
早
く
書
け
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

さ
て
、
十
月
十
九
日
現
在
の
住

民
基
本
台
帳
を
基
に
調
べ
た
結

果
、
丹
波
山
村
に
は
六
十
五
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し
世
帯
が
七
十
九

世
帯
、
六
十
五
歳
以
上
の
夫
婦
、

親
子
だ
け
の
世
帯
が
六
十
九
世

帯
、
合
わ
せ
て
一
四
八
世
帯
あ
り

ま
す
。
こ
の
数
字
は
全
世
帯
三
八

一
世
帯
の
う
ち
の
約
三
十
九
％
を

占
め
ま
す
。

昔
か
ら
「
井
戸
端
会
議
」「
近

所
の
人
た
ち
と
お
茶
飲
み
」
を
通

し
て
隣
近
所
の
関
係
が
密
接
に
な

っ
て
い
ま
し
た
が
今
後
ま
す
ま
す

「
井
戸
端
会
議
」
な
ど
が
重
要
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
村
民
み
ん
な

で
今
の
状
況
を
知
り
、
隣
近
所
声

か
け
運
動
を
み
ん
な
で
実
行
し
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
留
守
に
な
る
と
き
は
必

ず
隣
近
所
に
ひ
と
こ
と
声
を
か
け

る
習
慣
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

た
だ
い
ま
会
員
募
集
中

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
は
、
丹
波

山
村
に
居
住
す
る
も
の
で
、
次
の

い
づ
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

（
一
）
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の

者
で
、
こ
の
会
の
目
的
に
賛
同
し
、

会
の
事
業
に
参
加
す
る
者

（
二
）
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満

の
者
で
、
自
由
意
志
に
よ
り
加
入

を
希
望
す
る
者

問
い
合
わ
せ
は
、

丹
波
山
村
社
会
福
祉
協
議
会

1
８
８
―
０
４
８
０
ま
で
。

▲みんなで元気に「健康第一」
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防
災
丹
波
山
の
定
時
放
送
（
午
後
六

時
三
十
分
頃
）
で
、「
食
事
サ
ー
ビ
ス

の
実
施
に
つ
い
て
」
の
放
送
が
月
に
一

回
程
度
あ
る
こ
と
に
お
気
付
き
で
し
ょ

う
か
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
七
十
歳
以
上
の
一

人
暮
ら
し
、
八
十
歳
以
上
の
夫
婦
世

帯
、
九
十
歳
以
上
の
皆
さ
ん
、
生
活
保

護
受
給
者
と
寝
た
き
り
で
体
の
不
自
由

な
方
を
対
象
に
夕
食
を
届
け
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

と
村
食
生
活
改
善
推
進
員
が
交
互
に
実

施
し
て
い
る
事
業
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
る
方
か
ら
は
大
変
感
謝
さ
れ

て
い
ま
す
。

さ
て
、
食
事
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
つ

い
て
の
放
送
の
中
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
ひ
ま
わ
り
の
会
」
と
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
こ
ま
ど
り
の
会
」

と
い
う
グ
ル
ー
プ
名
が
で
て
き
ま
す

が
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
で
す
か
。「
ひ
ま

わ
り
の
会
」
は
、
平
成
三
年
頃
か
ら
自

然
に
グ
ル
ー
プ
が
で
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
い
る
う
ち
に
今
に
至
っ

て
い
る
会
で
現
在
九
名
が
在
籍
し
て
い

ま
す
。

九
月
十
四
日
（
火
）
に
実
施
さ
れ
た

食
事
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
午
前
八
時
三
十

分
頃
か
ら
メ
ン
バ
ー
が
中
央
公
民
館
に

集
ま
り
、
午
前
九
時
か
ら
料
理
を
開

始
。
こ
の
日
は
舩
木
マ
サ
子
さ
ん
・
守

屋
い
志
江
さ
ん
・
守
屋
高
子
さ
ん
・
酒

井
ア
キ
子
さ
ん
と
社
会
福
祉
協
議
会
の

芦
澤
小
百
合
さ
ん
の
五
名
で
約
八
十
食

の
お
弁
当
を
作
り
ま
し
た
。
料
理
中
は

立
ち
仕
事
で
立
っ
て
い
る
時
間
が
多

く
、
お
弁
当
に
料
理
を
詰
め
る
の
も
数

が
多
い
た
め
か
な
り
手
間
が
か
か
り
、

お
弁
当
が
完
成
し
た
午
後
二
時
頃
に
は

「
み
ん
な
疲
れ
て
い
る
な
〜
」
と
わ
か

る
ぐ
ら
い
で
し
た
。
お
弁
当
の
配
達
は

「
こ
ま
ど
り
の
会
」
の
皆
さ
ん
が
手
分

け
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方
に

配
達
さ
れ
ま
し
た
。

「
ひ
ま
わ
り
の
会
」
と
「
こ
ま
ど
り

の
会
」
は
全
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
調
理
室
の
後
片
づ
け

を
し
て
い
る
時
、「
私
は
こ
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
年
齢
に
な
っ
て
い
る
。
な

か
な
か
体
も
動
か
な
く
な
っ
て
困
っ
た

な
〜
」
と
い
う
言
葉
が
耳
に
飛
び
込
ん

で
き
ま
し
た
。
確
か
に
八
十
食
の
お
弁

当
を
作
る
の
は
も
の
す
ご
く
大
変
な
こ

と
で
す
。
で
も
、
今
後
も
無
理
せ
ず
頑

張
っ
て
こ
の
事
業
を
続
け
て
ほ
し
い
と

感
じ
ま
し
た
。

食
事
サ
ー
ビ
ス
は
、
村
食
生
活
改
善

推
進
員
の
皆
さ
ん
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
の
ご
協
力
に
よ
り
事
業
が
続
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
ひ
ま
わ
り
の
会
」

で
は
活
動
を
し
て
く
れ
る
メ
ン
バ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は

丹
波
山
村
社
会
福
祉
協
議
会

1
８
８
―
０
４
８
０
ま
で
。

◇
ひ
ま
わ
り
の
会

守
屋
　
高
子
さ
ん
（
上
組
）

舩
木
マ
サ
子
さ
ん
（
中
組
）

小
泉
　
久
子
さ
ん
（
中
組
）

守
屋
い
志
江
さ
ん
（
中
組
）

坂
本
フ
ジ
エ
さ
ん
（
下
組
）

酒
井
ア
キ
子
さ
ん
（
高
尾
）

酒
井
　
智
子
さ
ん
（
社
協
）

芦
澤
小
百
合
さ
ん
（
社
協
）

舩
木
　
良
美
さ
ん
（
社
協
）

◇
こ
ま
ど
り
の
会

木
下
千
恵
子
さ
ん
（
奥
秋
）

守
屋
多
賀
子
さ
ん
（
中
組
）

守
屋
フ
サ
子
さ
ん
（
中
組
）

木
下
キ
ヨ
エ
さ
ん
（
中
組
）

岡
部
　
友
恵
さ
ん
（
押
垣
外
）

◇
村
食
生
活
改
善
推
進
員

木
下
ル
リ
子
さ
ん
（
奥
秋
）

木
下
　
正
子
さ
ん
（
奥
秋
）

守
屋
　
ケ
イ
さ
ん
（
下
組
）

芦
澤
美
奈
子
さ
ん
（
下
組
）

守
屋
　
繁
子
さ
ん
（
下
組
）

小
林
千
代
子
さ
ん
（
高
尾
）

白
木
　
梅
代
さ
ん
（
高
尾
）

岡
部
　
靜
江
さ
ん
（
押
垣
外
・
会
長
）

芦
澤
タ
カ
エ
さ
ん
（
押
垣
外
）

河
村
　
ハ
ナ
さ
ん
（
鴨
沢
）

岡
部
　
春
子
さ
ん
（
鴨
沢
）

沼
田
千
恵
子
さ
ん
（
鴨
沢
）

酒
井
　
幸
子
さ
ん
（
鴨
沢
）

吉
野
　
洋
子
さ
ん
（
鴨
沢
）

小
林
　
祥
子
さ
ん
（
小
袖
）

酒
井
き
ぬ
子
さ
ん
（
小
袖
）

tもうすぐ
お弁当が
完成します

おいしいお弁当が
できあがりました。▲



（15） 広　報　　た　　ば　　や　　ま 第107号

犯
罪
被
害
給
付
制
度
は
、
故
意
の
犯

罪
行
為
に
よ
っ
て
不
慮
の
死
を
遂
げ
た

方
の
ご
遺
族
、
障
害
が
残
っ
た
方
、
重

傷
病
を
負
っ
た
方
に
国
が
給
付
金
を
支

給
す
る
も
の
で
す
。

給
付
金
に
は
、

・
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
遺
族
に
支
給

さ
れ
る
遺
族
給
付
金

・
身
体
に
障
害
が
残
っ
た
方
に
支
給
さ

れ
る
障
害
給
付
金

・
重
大
な
負
傷
又
は
疾
病
を
負
っ
た
方

に
支
給
さ
れ
る
重
傷
病
給
付
金

の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。
給
付
金
は
、

法
令
で
定
め
ら
れ
た
一
定
の
要
件
を
満

た
さ
れ
た
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
支

給
の
要
件
及
び
申
請
手
続
き
な
ど
詳
し

く
は上

野
原
警
察
署

1
０
５
５
４
―
６
３
―
０
１
１
０

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

勤
労
者
が
健
康
で
文
化
的
な
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
働
き

す
ぎ
を
防
止
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

十
一
月
は
「
ゆ
と
り
創
造
月
間
」
に

併
せ
、
賃
金
不
払
残
業
解
消
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
月
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。
賃

金
、
労
働
時
間
等
の
労
働
基
準
法
に

関
す
る
相
談
は
、
年
間
を
通
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

詳
し
く
は

山
梨
労
働
局
監
督
課

1
０
５
５
―
２
５
２
―
４
８
５
７

都
留
労
働
基
準
監
督
署

1
０
５
５
４
―
４
３
―
２
１
９
５

建
設
現
場
で

働
く
方
々
の
退

職
金
は
安
全
・

確
実
・
有
利
な

「
建
退
共
制
度
」

を
お
す
す
め
し

ま
す
。

◇
建
設
事
業
主
の
皆
様
へ

・
申
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す

（
加
入
時
に
経
費
は
か
か
り
ま
せ
ん
）

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
さ
れ
ま
す

・
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
国
が
一
部
を

補
助
し
ま
す

◇
建
設
現
場
で
働
く
皆
様
へ

・
建
退
共
の
手
帳
を
も
っ
て
い
ま
す
か

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
通

算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す

詳
し
い
こ
と
は

建
退
共
山
梨
県
本
部

1
０
５
５
―
２
２
１
―
０
０
７
０

◇
自
賠
責
保
険
・
共
済
の
期
限
は

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の

交
通
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠

償
を
目
的
と
し
て
、
原
動
機
付
自
転

車
を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車
に
加
入
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
保
険
・
共
済
で

す
。
特
に
車
検
制
度
の
な
い
原
動
機

付
自
転
車
・
二
五
〇
㎜
以
下
の
軽
二
輪

自
動
車
は
、
期
限
切
れ
、
か
け
忘
れ

に
ご
注
意
。

農
林
業
セ
ン
サ
ス
と
は
、
全
国
の
農

家
や
林
家
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
農
林

業
関
係
者
を
対
象
と
し
て
行
う
大
規
模

な
調
査
で
食
料
の
安
定
供
給
や
環
境
の

保
全
な
ど
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

農
林
業
の
未
来
を
築
い
て
い
く
た
め
の

五
年
に
一
度
の
大
変
重
要
な
調
査
で
す
。

丹
波
山
村
で
も
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ

の
調
査
の
結
果
は
、
丹
波
山
村
の
大
切

な
収
入
で
あ
る
「
地
方
交
付
税
」
の
交

付
金
の
算
定
に
使
わ
れ
ま
す
の
で
調
査

時
に
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
林
水
産
省
の
事
業
で
調
査
は
来
年

の
二
月
以
降
で
す
。

間
伐
し
豊
か
な
山
を
次
代
に
つ
な
ご
う

皆
さ
ん
の
山
は
間
伐
な
ど
の
手
入

れ
が
さ
れ
て
い
ま
す
か
？
間
伐
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
形
質
の
優
れ
た
利

用
価
値
の
高
い
木
材
を
生
産
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
木
の
肥
大

成
長
と
根
の
発
達
を
促
し
て
、
気
象

や
病
虫
害
に
強
い
森
林
を
造
り
ま
す
。

ま
た
、
間
伐
す
る
こ
と
に
よ
り
、
林

内
に
適
度
な
陽
光
が
入
る
た
め
、
低

木
や
下
草
の
生
育
が
促
さ
れ
て
、
森

林
の
表
土
の
流
出
が
防
止
さ
れ
る
と

と
も
に
、
生
息
す
る
動
植
物
の
種
類

の
増
加
に
も
つ
な
が
り
、
環
境
へ
の

配
慮
も
図
れ
ま
す
。

今
は
材
価
が
安
く
森
林
所
有
者
に
と

っ
て
大
変
厳
し
い
時
代
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
間
伐
を
し
て
、
森
林
を
よ
り
よ

い
姿
で
子
供
達
に
引
き
継
い
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

間
伐
の
実
施
に
対
し
て
は
造
林
補
助

金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
自
力
で
作

業
が
出
来
な
い
場
合
は
、
森
林
組
合
等

に
委
託
す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、

役
場
振
興
課

1
０
４
２
８
―
８
８
―
０
２
１
１

北
都
留
森
林
組
合

1
０
４
２
８
―
８
７
―
０
５
４
９

犯
罪
被
害
給
付
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か
？

山
梨
労
働
局
か
ら

「
ゆ
と
り
創
造
月
間
」

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
関
東
運
輸
局

山
梨
運
輸
支
局
か
ら

「
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

間
伐
し
豊
か
な
山
を

次
代
に
つ
な
ご
う
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五
月
二
十
一
日
に
裁
判
員
制
度
に
つ

い
て
の
法
律
「
裁
判
員
の
参
加
す
る
刑

事
裁
判
に
関
す
る
法
律
」
が
国
会
で
成

立
し
、
平
成
二
十
一
年
五
月
ま
で
の
間

に
裁
判
員
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

裁
判
員
制
度
は
、
国
民
か
ら
無
作
為

に
選
ば
れ
た
裁
判
員
が
、
殺
人
、
傷
害

致
死
な
ど
の
重
大
事
件
の
刑
事
裁
判
で

裁
判
官
と
一
緒
に
裁
判
を
す
る
と
い
う

制
度
で
す
。
こ
の
制
度
が
導
入
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
感
覚
が
裁
判
の

内
容
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
国

民
の
司
法
へ
の
参
加
が
大
き
く
進
む
こ

と
に
な
り
ま
す
。
裁
判
員
の
仕
事
は
、

よ
り
良
い
社
会
を
作
る
た
め
に
と
て
も

大
切
な
も
の
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
裁
判
員
に
選
ば
れ
た
ら
、
具
体
的
に

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
か
。

裁
判
員
は
、
裁
判
に
お
い
て
裁
判
官

と
一
緒
に
証
人
の
証
言
を
聞
き
証
拠
と

し
て
提
出
さ
れ
た
物
や
書
類
を
調
べ
、

被
告
人
の
有
罪
・
無
罪
や
刑
の
内
容
を

決
定
し
ま
す
。

◇
裁
判
員
は
ど
の
よ
う
に
し
て
選
ば
れ

る
の
か
。

毎
年
一
回
、
二
十
歳
以
上
の
国
民
の

中
か
ら
く
じ
で
裁
判
員
候
補
者
を
選
び

ま
す
。
候
補
者
に
は
通
知
が
き
ま
す
。

裁
判
員
は
こ
の
候
補
者
の
中
か
ら
一
つ

の
事
件
ご
と
に
裁
判
所
に
お
け
る
選
任

手
続
き
に
よ
り
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

◇
裁
判
員
に
な
る
こ
と
を
断
れ
ま
す

か
。

裁
判
員
の
候
補
者
と
し
て
裁
判
所
か

ら
連
絡
を
受
け
た
人
は
、
裁
判
所
に
来

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
ど
う
し
て
も
裁
判
員
に
な
る
こ
と

が
難
し
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ

う
か
ら
、
一
定
の
理
由
が
あ
れ
ば
辞
退

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

具
体
的
に
は

・
七
十
歳
以
上
の
方

・
学
生
又
は
生
徒
で
あ
る
方

・
重
い
病
気
や
ケ
ガ
の
方

・
家
族
の
介
護
・
養
育
の
必
要
が
あ
る

方
　
な
ど

◇
裁
判
員
に
な
る
と
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
ま
せ
ん
か
。

裁
判
員
の
氏
名
、
住
所
な
ど
を
明
ら

か
に
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
な

ど
、
裁
判
員
を
保
護
す
る
た
め
の
い
ろ

い
ろ
な
決
ま
り
を
定
め
て
い
ま
す
。

◇
裁
判
員
に
は
お
金
が
支
払
わ
れ
る
の

で
す
か
。

裁
判
員
に
は
、
日
当
や
交
通
費
な
ど

が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◇
裁
判
員
と
な
る
こ
と
を
理
由
に
仕
事

を
休
め
る
の
か
。

裁
判
員
と
な
る
た
め
に
必
要
な
休
み

を
と
る
こ
と
が
、
法
律
で
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

広
報
丹
波
山
九
月
号
に
も
記
事
を
載

せ
ま
し
た
が
日
本
全
国
で
「
架
空
請

求
」「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
に
よ
る
被
害

が
出
て
い
ま
す
。

最
近
は
、「
法
務
大
臣
又
は
法
務
局

の
許
可
し
た
債
権
回
収
会
社
」
の
名
前

又
は
類
似
の
債
権
回
収
業
者
の
名
前
を

か
た
っ
て
、「
債
権
譲
渡
を
受
け
た
」

な
ど
と
し
て
架
空
の
債
権
を
請
求
す
る

ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

も
し
、
こ
の
よ
う
な
請
求
を
受
け
た
場

合
は

・
心
当
た
り
の
な
い
も
の
は
支
払
う
必

要
が
あ
り
ま
せ
ん
請
求
に
は
応
じ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・
悪
質
な
業
者
に
は
一
切
連
絡
を
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・
請
求
の
書
類
等
は
警
察
署
に
届
け
相

談
し
ま
し
ょ
う

架
空
債
権
請
求
に
つ
き
ま
し
て
は
、

甲
府
地
方
法
務
局
都
留
支
局

1
０
５
５
４
―
４
３
―
４
３
８
１

山
梨
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

1
０
５
５
―
２
３
５
―
８
４
５
５

昭
和
四
十
九
年
以
来
、「
税
を
知
る

週
間
」
と
し
て
各
種
広
報
施
策
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
三
十
年
が
経
過
し
税

務
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
も
著
し
く
変

化
し
て
い
ま
す
。
税
の
意
義
や
税
務
行

政
の
現
状
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
、

よ
り
深
く
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。こ
の
た
め
、「
税
を
知
る
週
間
」

を「
税
を
考
え
る
週
間
」に
改
称
し
、単

に
税
を
「
知
る
」
だ
け
で
な
く
、
国
民

各
層
に
、
よ
り
能
動
的
に
税
の
仕
組
み

や
目
的
を
「
考
え
」
て
も
ら
い
、
税
に

対
す
る
理
解
を
一
層
深
め
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
、
十
一
月
十
一
日
か
ら

十
一
月
十
七
日
ま
で
の
期
間
を
「
税
を

考
え
る
週
間
」
に
定
め
て
い
ま
す
。

◇
還
付
申
告
書
は
、
一
月
四
日
か
ら

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

給
与
所
得
者
の
方
で
、
雑
損
控
除
・

医
療
費
控
除
・
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
、

ま
た
は
年
の
途
中
で
退
職
し
て
年
末
調

整
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
な
ど
は
、

源
泉
徴
収
税
額
の
還
付
を
受
け
る
た
め

の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
た
だ
し
、
税
務
署
の
閉
庁

ご
注
意
く
だ
さ
い

「
架
空
債
権
請
求
」

総
務
省
か
ら
「
税
を
考
え
る
週
間
」

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
で

還
付
申
告
さ
れ
る
方
へ

裁
判
員
制
度
が
始
ま
り
ま
す
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日
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
等
）
は
、税

務
署
で
は
相
談
及
び
申
告
書
の
受
付
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
申
告
書
は
郵

送
又
は
税
務
署
の
時
間
外
収
受
箱
に
投

函
す
る
こ
と
に
よ
り
提
出
で
き
ま
す
。）

◇
申
告
書
の
提
出
の
み
の
方
に
つ
い
て

は
、
郵
送
で
の
ご
提
出
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

な
お
、
申
告
書
（
控
）
を
同
封
さ
れ

る
方
は
、
切
手
を
貼
付
し
、
宛
先
を
記

入
し
た
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同
封
し
て

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、

大
月
税
務
署

1
０
５
５
４
―
２
２
―
３
１
５
１

十
一
月
一
日
施
行
の
「
道
路
交
通

法
」
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
改
正

の
ポ
イ
ン
ト
は

①
運
転
中
の
携
帯
電
話
等
の

使
用
禁
止

自
動
車
や
原
付
自
転
車
の
運
転
中

に
、
携
帯
電
話
を
手
で
持
っ
て
通
話
の

た
め
に
使
用
し
た
り
、
メ
ー
ル
を
し
た

り
、
液
晶
画
面
を
注
視
し
た
り
す
る
と

罰
則
（
違
反
点
・
反
則
金
）
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

携
帯
電
話
等
と
は
…
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ

Ｓ
・
自
動
車
電
話
・
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー

型
無
線
機
な
ど
、
送
受
信
操
作
を
手
で

保
持
し
て
行
う
無
線
通
話
装
置
。

液
晶
画
面
と
は
…
携
帯
電
話
の
液
晶
画

面
な
ど
の
「
画
像
表
示
用
装
置
」。
た

だ
し
、
液
晶
表
示
の
速
度
計
や
カ
ー
ナ

ビ
な
ど
は
対
象
外
。

点
　
数
　
一
点

反
則
金
　
大
型
　
　
　
七，
〇
〇
〇
円

普
通
・
二
輪
六，
〇
〇
〇
円

原
付
　
　
　
五，
〇
〇
〇
円

②
集
団
暴
走
行
為
・
騒
音
運
転
等
・

消
音
器
不
備
の
規
制
強
化

◇
集
団
暴
走
行
為
を
し
た
だ
け
で

罰
則
適
用

集
団
暴
走
行
為
と
は
…
並
進
等
を
し
て

い
る
二
台
以
上
の
自
動
車
ま
た
は
原

付
自
転
車
の
運
転
者
が
協
同
し
て
行

う
信
号
無
視
・
蛇
行
運
転
・
広
が
り
走

行
等
。

二
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金

◇
騒
音
運
転
等
に

罰
則
と
反
則
金
導
入

騒
音
運
転
等
と
は
…
正
当
な
理
由
が
な

い
の
に
著
し
い
騒
音
を
生
じ
さ
せ
る
よ

う
な
方
法
で
自
動
車
・
原
付
自
転
車
を

急
発
進
、
急
加
速
し
、
ま
た
は
空
ぶ
か

し
を
す
る
行
為
。

五
万
円
以
下
の
罰
金

反
則
金
　
大
型
　
　
　
七，
〇
〇
〇
円

普
通
・
二
輪
六，
〇
〇
〇
円

原
付
　
　
　
五，
〇
〇
〇
円

◇
消
音
器
不
備
の

罰
則
強
化
、
反
則
金
ア
ッ
プ

五
万
円
以
下
の
罰
金

反
則
金
　
大
型
　
　
　
七，
〇
〇
〇
円

普
通
・
二
輪
六，
〇
〇
〇
円

原
付
　
　
　
五，
〇
〇
〇
円

③
飲
酒
運
転
の
呼
気
検
査
拒
否
の

罰
則
強
化

呼
気
検
査
拒
否
と
は
…
飲
酒
運
転
の
取

締
り
を
受
け
た
際
に
、
警
察
官
に
よ
る

呼
気
検
査
を
拒
否
し
た
り
、
妨
害
し
た

り
す
る
行
為
。

三
十
万
円
以
下
の
罰
金

廃棄物の処理及び清掃に関する法律では、原則
として廃棄物（ゴミ）の焼却を禁止しています。
例外として
・廃棄物処理基準に従った焼却炉でのゴミの焼却
（排ガス処理装置等を完備した焼却炉でのみ可
能です。）

・災害の応急対策や復旧のため必要なゴミの焼却
・農業者が行う稲わらや、林業者が行う伐採枝の
焼却

・「どんと焼き」など風俗習慣上又は宗教上の行
事を行うための焼却

・たき火、キャンプファイヤー（たき火、キャン
プファイヤーであってもビニール、プラスチッ
クなどのゴミを燃やすことは出来ません）
などが除外されていますが、

※家庭から出たゴミの焼却
※解体した家屋の木くずの焼却
※事業活動で出た紙くず・木くず等の焼却
※霜害を防ぐための廃タイヤ等の焼却
※農業でマルチングやビニールハウスに使用し
たビニール類の焼却

などは、燃やすものの多少にかかわらず、処理
基準に従った焼却炉以外での焼却は、全て禁止さ
れています。
また同規定には3年以下の懲役若しくは300
万罰金という罰則があり、処罰の対象となります。

◇問い合せ先 丹波山村役場住民課
10428-88-0211
又は県、大月林務環境部環境課

廃棄物（ゴミ）の焼却禁止

地球環境を守るため、村民一人一人が協力
して違法なゴミの焼却をなくしましょう！

道
路
交
通
法
が

一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
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　第30回ＵＴＹ
教育美術展で、版

画の部

に「すきとおった
世界」と題して出

品した

丹波中学校二年河
村紘大くん（下組

）が「第

30回記念特別賞
」に選ばれ、7月

23日に

山梨県立美術館で
表彰されました。

おめ

でとうございます
。

　9月7日（火）上
野原町立棡原中学

校で行

われた「第11回上
野原警察署管内防

犯弁

論大会」に、丹波
中学校三年河村彩

子さ

ん（鴨沢）が出場
し、演題「人と人

との間

で生きる」を発表
し「最優秀賞」に

選ばれ

ました。

　その後、北都留
地区代表として9

月30

日（木）敷島町の敷
島総合文化会館で

行わ

れた「中学生防犯
弁論大会（山梨県

大会）」

に出場し、見事「
入賞」に選ばれま

した。

おめでとうござい
ます。

　10月7日（木）上野原町で行われた「北都留支部中学校新人体育大会ソフトテニスの部」に丹波中二年田中志歩さん（高尾）、田中綾さん（高尾）ペアが出場し、準決勝で大接戦の末惜しくも敗れてしまいましたが三位決定戦で勝ち「３位」の成績を修めました。次は優勝！

　奥多摩町氷川小学校を本拠地として活動
している「氷川少年野球クラブ」の一員とし
て丹波小４年木下光くん（奥秋）ががんばっ
ています。
　氷川少年野球クラブの部員は11人で１チ
ームを組織するのがやっとの状態ですが、
チーム一丸となって今年は各大会で大活躍
しています。「第25回秋季青梅市少年軟式
野球大会」でも順当に勝ち進み、10月23日
に決勝戦が行われ、強豪「青梅フォルテ」を接戦の末「２対１」で勝ち見事優勝しました。これで今年行われた青梅地区の３大会のうち２大会で優勝する快挙を成し遂げました。　チームの一員である木下光くんも「毎試合出場！」とまではいきませんが出場機会があるときは全力でプレーしてチームに貢献しています。今後も氷川の仲間たちと一緒になって毎週、練習や試合に汗を流し「レギュラー」を目指します。

▲ 全員野球で「優勝したゾ！」
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11月11日（木）に丹波山村商工会女性部（守屋い
志江部長）では、丹波山温泉「のめこい湯」駐車
場入口の花壇に寒さに強い「ビオラ」という花を
中心に花植えをしました。
雑草だらけの花壇を、草取りをし、土を耕し、

花の配置を考えながら花壇の整備をしました。ま
た、丹波山村デイサービスセンター前の花壇の草
取りも同時に行い、肌寒い中一生懸命作業をしま
した。
この冬も寒さが厳しいようですが「がんばって
咲き続けてほしいな。」

丹波山村農林産物直売グループでは、11月３日
（水）の「文化の日」に、農林産物直売所前で『秋
の大収穫祭』を実施しました。
この催しは、本格的な農産物の収穫期になり、ま
た紅葉シーズンとも重なったこの時期に、農林産物
生産者が直接販売することにより、「顔」の見える
販売を推進することを目的に実施されたものです。
当日は暖かい秋晴れの中、大勢の村内者・村外者
に農産物を購入していただきました。また、農林産
物の購入者にはけんちん汁をサービスし、「気持ち
まで暖かくなりました」「いい思い出になりました」
などの意見が聞かれました。

▲だんだんきれい
になります

▲さあ、いらっしゃい！

▲店内が賑わっています

s 花壇がきれいに
なりました

s
心
を
込
め
て
直
接
販
売



第107号 広　報　　た　　ば　　や　　ま （20）

▲大石
おおいし

誠也
せ い や

くん（２歳）生年月日 平成14年6月28日
（押垣外・太さん）

平成16年9月9日から平成

16年11月21日までに受理し

たものです。（敬称略）

おめでた 健やかなご成長を

・土屋　純菜
じゅん な

（女）10月28日生

（俊・美鈴）〔中組〕

おくやみ ご冥福をお祈り申し上げます

・岡部タケ子　76歳〔奥　秋〕

名　　義 日本赤十字社本社
新潟県中越地震災害義援金

口座番号 0 0 1 3 0 － 1 － 4 1 5 1 5
募集期間 11月1日（月）～平成17年3月31日（木）
★郵便局窓口での取扱いに限り「振替手数料」

は免除されます。

★受領証が必要な場合、通信欄に「受領証希

望」と記入ください。

受入口座 みずほ銀行新橋中央支店
預金口座 普通
名　　義 日本赤十字社本社

新潟県中越地震災害義援金
口座番号 1 9 5 4 1 2 6
募集期間 11月1日（月）～平成17年3月31日（木）
★「振込手数料」は無料です。

新潟県中越地震災害義援金の受付について
10月23日新潟県中越地域を震源とする地震により家屋の倒壊や人的被害の大災害が発生し、

小千谷市や長岡市など関係市町村に災害救助法が適用されています。この災害により被災され
た方々を支援・援助することを目的に、義援金の募集が始まっています。
村内でもＪＡクレイン丹波山支店と丹波山郵便局で義援金を振り込むことができます。村民
の皆様のご支援・ご協力をよろしくお願いします。

ＪＡクレイン丹波山支店丹波山郵便局


